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〈原さん〉　僕はミュージシャンを何人か推薦させてもらって、 彼
らに “Jazz EMP” の趣旨を伝えて参加してもらったんです。 最
初にお話を頂いた時は経緯もよく分からないし、 有友くんとは 30
年位前に 3回くらいしか会っていなかったので、 どんな人かもう
る覚えだったんですけど会った瞬間にハグされましてね （笑）。
元々僕が大学 4年生の時に有友くんが 1年生だったんです。 僕
は名古屋で Jazz ミュージシャンをやっていて、 それで有友くん
がジャムセッションの時に僕に話しかけて来たんです。 トランペッ
トに関する理屈や Jazz の理論を凄くよく分かっていたので、 とて
も印象深かったことを覚えています。

〈 鈴 木 さ ん 〉　 私 は 「Tokyo Financial Street」 （ 毎 週 金 曜
17:30~18:00にインターネット放送 STOCKVOICE TV で生放
送） でキャスターを務めているのですが、 「国際金融都市 ・ 東
京の実現」 構想で描いている大手町から日本橋 ・ 兜町～臨海
地区を通って虎ノ門に至るまでを正に番組名の通り一本道で繋
ぐことが出来たら 「国際金融都市 ・ 東京」 を実現できるのでは
ないかというグランドデザインのもとに、 情報発信しています。
兜町はその中心点でもあるので、 そこで何か一つ金融都市とし
ての魅力が欲しいなという話題が番組の中でも挙がっていたとこ
ろ、 有友さんが 2017年 12月に番組出演された時に 「“Jazz 
EMP” のコンサートをやる！」 って公言されたんです （笑）。 そ
の後も番組を通して経緯を追わせて頂きながら、 こんなに早く実
現出来るものなんだと思って感慨深いものがありましたね。

◆ 昨 年 9 月 29 日 に 初 開 催 さ れ た 『Jazz EMP @ Tokyo 
Financial Street 2018』 はいかがでしたか？

〈鈴木さん〉　若手の方々と最後に原先生たち重鎮の方々が演奏
されたのですが、 プログラム構成的にも素晴らしかったです。 若
手の Jazz ミュージシャンのこのステージで倒れてもいいっていう
くらいのパッションを東京証券取引所の中で感じることができたの
はとても新鮮でしたし、 番組の視聴者の方や普段金融に興味を
持たれている方々が Jazz ってこんなに熱いものなんだと感じて
いる様子を目の前で体感することが出来ました。 金融のマーケッ
ト関係者の方って音楽を通してそういう瞬間に触れることが少な

◆まずは “Jazz EMP”の誕生について聞かせて下さい

〈有友さん〉　“Emerging Managers Program” という東京都の
小池百合子知事が主催する 「国際金融都市 ・ 東京」 構想の
一環として、 本当の意味での運用のプロを発掘して支援するプ
ログラムに私も関わっているのですが、 一方、 嘗て東京証券取
引所の立会場があって賑わっていた日本橋兜町 ・ 茅場町界隈
の街おこしにも取り組んでいます。 独立した新興資産運用者を
集めるだけでは何かが欠けていると考えた時に、 パフォーミング
アートだと思ったんです。 特に私が一番好きな Jazz がないんで
すね。 世界的にも日本で Jazz は人気があるんですが、 気軽に
音楽が楽しめる場所が欠けていることが気づきとしてあったんで
す。 そのようなことから、 この兜町界隈で未来の Jazz シーンを
担う新興ミュージシャン育成プログラム＝“Jazz EMP（Emerging 
Musicians Program） ” を立ち上げました。

〈東海林さん〉　有友さんとは Fintech のビジネスについて
KPMG としてお会いしたのですが、 その一週間後に 10年振りく
らいに飲んだ友達が偶然大学時代に有友さんと一緒に Jazz を
やっていた人だったんです。 そこで友達から有友さんに電話した
ところ、 有友さんから 「今度 Jazz フェスをやるんで一緒にやり
ましょう！」 と言われまして、 僕は運営が得意なので一緒にやら
せてください！とお伝えしました。 有友さんといろいろ話をしてい
く中で、 兜町を盛り上げて行きたい、 金融と Jazz を結び付けた
いというコンセプトに興味を持ちました。 僕の周りに音楽を志して
いた仲間も多かったのですが、みんなお金が無くて、その一方で、
仕事でいつもお付き合いしている金融業界の人ってすごくお金が
あると思ったんですよね。“Jazz EMP” という名称や “Emerging 
Musicians” というアイデア、 若いミュージシャンを応援したいと
いうことは有友さんの中にあって、 具体的にどうするのかという
中で、 金融業界から若いミュージシャンにお金が回っていく仕組
みを作ろうということになりました。 その後、 若くて優秀なミュー
ジシャンを集めるためにジャズ科がある大学に声を掛けましょう
という話になったんです。 そしたら、 有友さんから洗足学園音楽
大学の原先生とは友達ということを聞いて、 出演依頼のために
洗足学園音楽大学にお伺いしました。

Jazz Interview　Vol.58
★未来の Jazz シーンを担う新興ミュージシャン育成プログラム★

　昨年 9月 「証券・金融の街」 「事始めの街」 として繁栄してきた日本橋兜町・茅場町で、初めての試みとして 『JAZZ 
EMP @Tokyo Financial Street 2018』が開催された。未来の Jazzシーンを担う新興ミュージシャン育成プログラム＝

“Jazz EMP （Emerging Musicians Program） ” の 1つとして、 日本経済の中枢の役割を果たしている東京証券取

引所で、 Emerging Musicians が一同に会して、 熱演が繰り広げられた。

　その “Jazz EMP” の立ち上げ、 運営に関わる 4人のキーパーソンが存在する。 有友圭一さん （日本橋兜町 ・ 茅

場町 JAZZ フェスティバル実行委員会委員長）、 東海林正賢さん （日本橋兜町 ・ 茅場町 JAZZ フェスティバル実行

委員会副委員長）、総合司会を務めたキャスターの鈴木ともみさん、そして、ジャズ・トランペッターの原朋直さん （洗

足学園音楽大学教授） だ。 ＜＊ P17写真順同＞

　今年 11月 30日 （土） に 2回目の開催を控える中、4人のキーパーソンに “Jazz EMP”について語ってもらった。

昨今話題となっているAIやFintechにも勝る4人の方々の Jazzへの情熱、そして、金融に携わる方々の発想とスピー

ド感が相まって、 “Jazz EMP”が誕生した。 とても刺激的で、 Jazz の明るい未来を予感させるインタビューとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【2019年 8月＠ JIAM ／取材 ・文 ：加瀬正之】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真提供 ：株式会社グッドウェイ】

【Jazz EMP （Emerging Musicians Program）】
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いと思うんですけど、 全身全霊で音楽に向き合っている姿を目
の当たりにして私と同じように魂や心が震えたと思うんですね。

〈原さん〉　僕も演奏していて凄く楽しかったです。 昨年初開催で
全部手探りでやっていたので、 間に合うのか不安もあったのです
が、 今まで出演したどの Jazz フェスよりも遥かに速いスピードで
いろんなものが決まったんです （笑）。 バンドの演奏は凄くコアで
マニアックだったんですけど、 途中で登場した寝占友梨絵さんの
歌で凄く雰囲気が和らぎましたね。 音響も素晴らしかったです。

〈東海林さん〉　原先生との交流の中から現在の Jazz フェスの状
況がより具体的に分かって来たことがあって、 僕も薄々感じてい
たことですが、 世の中の Jazz フェスって有名なミュージシャンが
出て来て、 みんなが知っている分かりやすい曲や古い曲ばかり
やるという状況で、 それと同じではダメだよねってことなんです。
若い人にやりたいようにやって欲しい、 自分たちが考えている最
上級の音楽をやって欲しいと思いました。

◆昨年の初開催から反省点などはありましたか？

〈有友さん〉　開催された場所が東京証券取引所で、 Jazz のコン
サートなどを行うために存在するわけではないので、 若干堅苦し
さはありましたね。 今後もやりながら微調整して、 主催者側とお
客さんとの間で納得が行けばいいのではないですかね。

〈鈴木さん〉　私自身はメディア側の人間なので、 昨年はあっとい
う間に決まって、 人も集まって下さったので、 東証でパフォーミン
グアートとコラボしたイベントがあるということをもっと伝えたかっ
たですね。 今回はたっぷり時間もあるので、 自分の役目として
「Tokyo Financial Street」 という番組やネットを通じて情報発信
していけるよう高めていきたいですね。

〈東海林さん〉　300人くらいの方が聴きに来てくれたので、終わっ
た時はそれなりの満足感がありました。 Jazz をあまり知らない
人たちに対しても 「凄い Jazz の演奏」 っていうのはやっぱりい
いし、 知らない曲なんだけど凄さは伝わっていて、 とても良かっ
たっていう人が多かったですね。 分かりやすい曲をやるのでは
なくて、難しい曲を分かるまで説明して演奏するっていうね （笑）。
聴いている人の意識も変えていくということですね。

〈原さん〉　オファーする時に曲の説明をする必要があるという趣
旨やバンドで今一番真剣にやっている曲をやってもらうというの
が条件であることを伝えました。 時間的に凝縮しなければいけな
かったので、 よりコアになって遊びの曲を入れる時間もなかった
のでみんな真剣でしたね。 なので、 演奏する側がどんな気持ち
でやっているのか知ってもらえると嬉しいですね。

◆ “Jazz EMP” と他の Jazz フェスとの違いとは？

〈有友さん〉　Jazz フェスっていうのは何故やっているのか、 何で
評価するのかという時にいろいろあるんでしょうけど、 何人集客
したかとか。 どんな大物ミュ—ジシャンが出演するのかとかもあ
るのかもしれませんね。 “Jazz EMP” には KPI （＝重要業績評
価指標） がないんですけど、 たくさん人が集まればいいと思った
ところで東証のキャパシティには限りがあるんです。 そうすると、
来てくれる人たちのクオリティとか、 あるいは共感して頂けるかど
うか、 そういったところですね。

〈東海林さん〉　僕はどちらかというと音楽業界固有の話よりも
世の中と比較してどうなんだっていうところがあって、 例えば、
Fintech のスタートアップの人たちも凄い技術があると思うんで
す。 ですが、 出資してもらうためには、 技術があるというだけで
はなく、 ちゃんとプレゼンしないといけないのですが、 説明でき
ないとお金が集まらないんです。 原先生からいろいろお話を聞く
と、 音楽も一緒のところがあるなと思いました。 それできちんと
説明する、 プレゼンテーション能力を音楽家の方に身に付けて
頂く機会にしたいというのもあります。 ベンチャーのスタートアッ
プって 7分間で自分たちの事業の凄いところを説明して、 それで
何百万円とか、 ヘタしたら何億円も集めるわけで、 音楽家には
そのようなことはないかもしれないですけど、ファンになってもらっ
たりとか、 応援したいと思ってもらえることがあるんじゃないとか
と思っているんです。 ビジネス面を意識する形式をこの音楽イベ
ントで取り入れていくということを考えています。

〈原さん〉　昨年のイベントで Jazz ミュージシャンがいかにプレゼ
ンが下手かということに気が付きましたよね （笑）。 ミュージシャ
ンもそういう機会を与えてもらって、 明るい気持ちでクリエイティ
ブに広がっていくようならいいですよね。 演奏する前に司会の鈴
木さんに機会を引き出してもらって、ピカソとかマイルス・デイヴィ
スみたいに自分がやっている芸術を口で説明してもらう、 それは
凄くいいアイデアだと思いましたね。 そのために自分で自分をプ
ロデュースしなければいけないし、 優等生のような人もいれば、
言葉足らずの人もいるけど、 音楽が面白かったらいいかもしれ
ないですよね。 音楽って作品が芸術に向かって行くには失敗を
いっぱいしないとダメなんです。 批判されたりという状況を超えて
作れたら一番凄いんじゃないですかね。 耳の肥えた人やお金に
余裕のある人たちに聴いてもらって、 そうした時にもしかしたら凄
くいい批判をされるかもしれない、 そういう本物の芸術を育てる
ような素晴らしいシチュエーションだと思いました。

〈有友さん〉　つい先日、 軽井沢にある友人の別荘でクラシックの
サロン形式のコンサートを見る機会があったのですが、 クラシッ
クは全員高い教育を受けて、 曲を演奏する前に作曲家がどうい
う局面でこの曲を書いたのかなど、 ちゃんと曲の説明が出来て、
聴きに来ている人は財界人であったりして、そこでパトロンになっ
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◆今のところ開催は年 1回ですが、 今後回数増やしたりする予
定はありますか？

〈有友さん〉　欲張ってやるよりも、 出来る範囲でやっていければ
と思っているんですけどね。 東京証券取引所でやっていますの
で、 大証 （大阪取引所） とか名証 （名古屋証券取引所） とか、
それぞれの主要都市に証券取引所がありますので、 そういう場
所を使って地方にもいる Emerging Musicians にも広がって行く
といいですね。
 
◆ “Jazz EMP”の 3年後、 5年後の構想について

〈東海林さん〉　このイベント自体にある種のバリューが出るといい
ですね。 このイベントに向けて新しいことをやろうとか、 このイベ
ントに出るために頑張ろうとか、もしくは「あのイベントに出たんだっ
て？」 っていうことで別の仕事が入って来るとかですね。 もしくは、
銀行や証券会社や Fintech などのイベントで普通に Jazz が演奏
される機会が増えるというような成果があると一番嬉しいですね。

〈有友さん〉　今後考えていることの 1つは、 パフォーミングアー
ティストのためのファイナンスです。 芸術家だから芸術だけやって
いればいいんだというわけではなく、 それはスポーツの世界でも
同じですよね。 スポーツは特にリタイアした後の人生の方が長い
ですからね。 最近は年金で 2000万円問題が話題になっていろ
んな方が動揺しているんですよね。 ただ、 パフォーミングアーティ
ストはスポーツ選手ほどの明確なピークっていうのが分からない
わけであって、 あるいは死ぬまで進化しているっていうマイルス ・
デイヴィスみたいなアーティストもいましたし、 ウェイン ・ショーター
とかはまだ進化していますよね。 それはそれで素晴らしいことだと
思いますし、あそこまで成功していると素晴らしいですよね。 ただ、
成功している人っていうのは実はいろいろお金儲けのためにした
たかにやっていますよね。 したたかっていう表現がミュージシャン、
アーティストの感覚からすると醜いとか、 美しくないっていう自分
の美学があったりするのかもしれないですけど。 でも、 どうやって
音楽大学とかに通わせてもらっているかというと、 親にお金を払っ
てもらっていたりするので、 その学費ってけして安くないわけです
からね。 親というスポンサーがついているわけですからね。
 
◆金融や Fintech という面で、 日本でこの “Jazz EMP” が盛り
上がるとアメリカのウォール街やシリコンバレー等にも派生して
行くかもしれませんね

〈有友さん〉　そういう面ではモントリオールがいいかもしれないで
すね。 何故モントリオールかと言いますと、 金融都市として学ぶ所
が多いんです。 モントリオールは金融都市として発展するのが極
めて難しい場所なんですね。 英語圏ではなくフランス語圏で、 横に
はトロントもあって、 下に行くとシカゴがあって、 金融都市として発
展する基盤があまり思い浮かばないんですけど、 年金や投資ファ

ていたりするわけですね。 クラシックは投資している金額も違い
ますし、 楽器も高額ですから、 普通の一般家庭では出来ないん
ですね。 ただ一応そういう形で回って行くような仕組みになって
いるんですが、 Jazz にはそういう仕組みがないですよね。

〈鈴木さん〉　そうですね。 番組の中でも話題に挙がったのです
が、 昨年のコンセプトの 1 つとしてピッチコンテストの音楽版、
Jazz 版が出来たらいいねっていう意図もあったと思いますので、
その点がもっと強まっていくと兜町で開催する意味と意義も出て
来るのではないかと思いますね。

〈東海林さん〉　これは金融業界、 ビジネス界の課題なんですけ
れども、 今新しいことを産み出さなきゃいけない、 みんなが新規
ビジネスをやりたいって言っているんです。 でもそのためには右
脳が大事とか、 デザインシンキングという本を読んだり、 研修を
受けたりしているんですよね。 でも、 そんな暇があったら一流の
アートに触れることが大事で、 超一流のミュージシャンの演奏を
聴くということがビジネスマンに対しても新たな気づきを与えられ
るんじゃないかと思っています。 デザインシンキングの研修にお
金を使うんだったら、 Jazz に投資して欲しいですよね。 なので、
あえて金融業界でスポンサー集めをしています。 Jazz は凄いこ
とをやっていて価値がある、 それはつまり本当はお金になるって
ことじゃないでしょうか。 お金を集めるっていうことは僕らにとっ
てもチャレンジングなことなんですが、 スタートアップのピッチイ
ベントで出資する人たちやベンチャーの人たちに聴いてもらって、
「ちょっと Jazz ミュージシャンに投資してあげるか？」 みたいに
なることを期待しています。

〈有友さん〉　Jazz ミュージシャンって知的レベルや技術面でもか
なり高い人が多いと思います。 金融業界には Jazz が好きな方も
多いですよね。 一方、 Jazz ミュージシャンもファイナンスを知ら
ないとダメですよね。 芸術家だからっていうことでファイナンスを
語ることがカッコ悪いとかではなく、 自分の成功を実現するため
にそれをサポートするためのファンディングとかも必要ですよね。

〈鈴木さん〉　金融機関にいる方や個人投資家の方々は普段から
企業を分析したりしているので、 それをミュージシャンに置き換え
て、 彼らは今後成長するであろうとか、 自分が最初に目を付け
ていたユニットがどこまで到達できるのかというのを追っていくこ
とがそもそも好きなんですよね。 だから、 そこは相通じるものが
あると思いますね。

〈原さん〉　今回のこの “Jazz EMP”では、 今まで付き合ったこと
のない人たちと一緒に関わらせてもらって、 なんて明るいんだ！
と思いましたね。 正々堂々と音楽と勝負して誰も文句言わないよ
うな凄くクリアな感じがしました。
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最初の頃はスラップ奏法を一生懸命練習していましたね。

〈原さん〉　以前、 東海林さんの吹奏楽部に一度呼んでもらったん
ですけど、 凄いリーダーシップでした。 相当なコーディネイト力と
いうか、 デザイン力に長けていて、 全体を見る力が凄いんですよ
ね。 東海林さんが真ん中でベースを弾いて、 みんなあんまり気を
遣わない感じでちゃんとまとまっていて、インパクトを感じましたね。

〈東海林さん〉  30年くらい前から三鷹市吹奏楽団というバンドに
参加しています。 そこがまた特殊なところで、 リーダーはもう亡く
なってしまったんですけど、 その人が吹奏楽編成で真剣に Jazz
をやる、 Jazz も吹奏楽アレンジで幅が広がる、 それで Jazz そ
のものも発展していくということを形にしようという人だったんで
す。 そういう方針にあこがれてみんな集まっています。 吹奏楽
用の新しいアレンジも試していて、 メイナード ・ ファーガソンとか
もよく演奏しますね。
 
◆最後に The Walker's 読者にメッセージをお願いします！

〈有友さん〉　日本の Jazz ミュージシャンは才能豊かな方が多い
ので、 もっと皆さんに聴いてもらいたいと思いますし、 我々は手
作りでイベントをやっていますので、 そう言った意味で完成され
た Jazz フェスとは違いますけども、 別の新たな Jazz フェスとし
て楽しんで頂けたら嬉しいですね。 昨年はサックスが多かったと
思いますが、 今年はもう少しダイバーシティを心掛けています。

〈鈴木さん〉　有友さんからダイバーシティというキーワードが出て
来ましたけど、 私は音楽とは別の分野からこのプロジェクトに関
わらせて頂くなかで、 自身も音楽とドラマ語りのユニット結成の
展開へと繋がりました。 まさに私自身が影響を受けた経験から、
音楽や Jazz に興味がなかった方々にもその魅力を伝え、 自分
がその伝道者としてどれだけ貢献できるのか、 私自身も Jazz、
“Jazz EMP” の魅力を存分に発信していきたいと思います。 番
組ファンの方々、関係者の方々からもアドバイスを頂戴しながら、
いろいろな方々のお力添えをいただきたいですね。

〈東海林さん〉　世の中はアイデアが枯渇していて、 みんながアイ
デアを求めているんですけど、 そのための努力の方向が間違って
いると思っています。 今までの延長線上ではなく、 Jazz が新しい
ものと融合して進化して行く音楽であるように、 音楽家の人もビジ
ネスに結びついて寄与していけると Jazz 業界ももっと発展して行く
と思うんです。Jazzとビジネスがうまく融合して行くといいいですね。

〈原さん〉　ミュージシャンの人たちが明るい気持ちで、 自分の内
側の音楽を一生懸命広げたり、 成長させたり専念できる環境が
出来たらいいなと思いますね。 聴いて下さる方も周りの人がい
いっていうものばかり聴くのではなくて、 自分の耳と自分の感性
で聴く、 そういう文化が広がるといいですね。

ンド等が出資して 「モントリオール国際ジャズフェスティヴァル」 が
行われているんです。 そう言った意味で 「モントリオール国際ジャ
ズフェスティヴァル」 で活躍するような若手ミュージシャンをこちらに
呼んで来てパイプを作って行くということもあるかもしれませんね。

〈鈴木さん〉　有友さんはこのことも 6月の番組出演の時に公言
されているんですよ （笑）。

〈東海林さん〉　シリコンバレーとか、 Fintech イベントをやるところ
だと、 お金を持っている人たちがいますからね。 やっぱりお金の
流れ、 金融から音楽にお金を流すことが最大の目的ですからね。
 
◆ Jazz との出会いについて聞かせて下さい

〈有友さん〉　私はキャンディーズですね。 子供の頃キャンディー
ズの後ろのバンドをテレビでずっと食い入るように見ていたんで
す。 それで、 おばあちゃんに 「女の子の足ばっかりジロジロ見
て！」 って言われて 「いや、 おばあちゃん違うんだ、 後ろにいる
人を見ているんだよ！」 って言ったんですけど、 信じてもらえませ
んでしたね （笑）。 それがスペクトラムというバンドで、 メンバーが
一流のスタジオミュージシャンだったんです。 スペクトラムが出し
た LP が衝撃的で何なんだこれは！と思いました。 彼らは本当は
Jazz をやりたかったんですよね。 スペクトラムが解散して聴くもの
がなくなってしまった時に友人から Jazz を薦められたんです。 そ
れで、 ルイ ・ アームストロングとかマイルス ・ デイヴィスを聴かさ
れて、 自分が聴きたかったのはこれだ！と分かったんです。 Jazz
は芸術の格としてはクラシックより上かもしれないですね。 ロック
やクラシックは再現出来ますけど、 Jazz は再現性の低い音楽で
すよね。パフォーミング的に高度なことをやっていると思いますね。

〈鈴木さん〉　Jazz って絶対聴いたことはあって、 無意識に耳に
入っていた BGM のようなイメージがありました。 私は詳しくなかっ
たんですけど、昨年 “Jazz EMP”で Jazz と出会ったことによって、
ラテン Jazz ピアニストの方や三味線で Jazz にもチャレンジしてい
るアーティストらによる “ 和洋ユニット ・ 未来 ” というユニットがあ
るんですけど、 その “ 未来 ” の方々と共に、 音楽＆ドラマ語りの
ステージで街おこしをしていこうというプロジェクトに呼んで頂くこと
になって、 “ 未来香音 ” というユニットに参加することになったん
です。 Jazz ピアニストの方って語りに合わせて音楽を入れてくれ
るので、語り手も気持ち良くて乗って来るんですよね。凄いテクニッ
クを持っているんだなと感じますね。 来年 3月には Jz Brat という
渋谷にある Jazzクラブで披露させてもらえることになったんです！
それくらい “Jazz EMP” での Jazz との出会いは私にとっても大き
かったので、 これまであまり Jazz を聴かなかった人にも何か気づ
きがあるのではと思いますね。

〈東海林さん〉　僕は吹奏楽をやっていて、 チューバからベースを
弾くようになって、 当時はチョッパーって言っていたんですけど、


